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単位数 〇

授業計画
【第11回】

自己表現②

授業計画
【第8回】

適性を知る①

授業計画
【第9回】

適性を知る②

授業計画
【第10回】

自己表現①

科目コード 297607

食品開発科学科宮崎キャンパス

授業計画
【第1回】

はじめに

吉本　博明

2単位 3年 実務経験教員
アクティブ
ラーニング

配当学年

Minami Kyushu University Syllabus
シラバス年度

科目名称

2022年度 開講キャンパス 開設学科

授業形態キャリアフォーメーション 演習

授業計画
【第2回】

担当教員名

授業概要

関連する科目

授業計画
【第3回】

授業計画
【第4回】

授業計画
【第5回】

授業計画
【第6回】

授業の進め方
と方法

授業計画
【第7回】

働く人の権利と義務、社会保険と年金

「フレッシュマンアワー」、｢キャリア入門」、「応用食品学演習」

　食品のスペシャリストとして社会で活躍していく職業意識を身につけることを目的とする。自身を見つめなおし、それまでの学習成
果を集大成しながら社会へ目を向けるきっかけを提供する。
担当教員以外に、県内食品企業、ヤングJOBサポートみやざき、宮崎県社会福祉労務士会、宮崎労働局、九州財務局宮崎財務事務所等か
ら専門家を招いて授業を行う。一部は本学就職課との連携による。
この授業はディプロマポリシー中のキャリア形成、いわゆる社会人としての人間力、社会性、国際性を習得するための授業と位置付け
る。

雇用の現状

金融、最近の経済情勢

企業からみた人材①

企業からみた人材②

資料を使用しながら授業を進める。また、必要に応じてスライドを使用して授業を実施する。

自己分析
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授業計画
【第14回】

採用試験対策

授業計画
【第15回】

面接対策

授業計画
【第12回】

就職活動の準備

授業計画
【第13回】

応募書類の書き方

備考

授業の到達目標

評価方法・基準

課題に対する
フィードバック

テキスト

参考書 授業中に必要に応じて指示する。

授業中に必要に応じて資料を配付する。

定期試験、授業中に実施する小テスト、レポート等により総合的に評価する。

授業中に課題について解説を実施する。また、試験終了後に解説をする。

授業後に学習内容を十分に理解するための復習を行うこと（60分）、また、理解が不十分な点は図書館の参考書等を利用して確認する
こと。

授業前に次回の授業予定内容に目をとおすこと（60分）

学位授与の方針
（DP)との関連

3.人間力、社会性、国際性の涵養−(1)

授業時間外の学修
【予習】

授業時間外の学修
【復習】

自分の個性や適性を認識したうえで、学科教育で習得した専門知識や技術を生かして社会に貢献する意識を持つように
なること。これによりディプロマポリシー中の社会人としての人間力、社会性、国際性を習得する目標が達成される。
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